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FIA-F4

第１戦&第２戦

４月８日（土）・９日（日）

岡山国際サーキット

3.703km

　木曜日の専有走行はセッション１こそドライコンディションが保たれた

ものの、以降はすべてウェットコンディションに。乾いた路面では揃って

好タイムを出していたが、逆に濡れた路面では揃って苦戦。チームは

セッティングを、そしてドライバーたちはドライビングを見直すことで

対処することになった。

　これが最もタイムにつながったのは玲次で、予選もまたウェットコン

ディションだったものの、ベストタイム、セカンドベストともに６番手の

タイムを記録する。だが、玲次は昨年からのペナルティポイントの積み

重ねによって２レースともに１５グリッド降格が決まっており、２１番手

から挑まざるを得ず。そのため、２レースともに７番手だった川合が

代わって６番手からのスタートに。一方、湧也もまたひとつずつポジ

予選

４月８日（土）

天候／曇り

コース状況／ウエット

　ル・ボーセ モータースポーツが力を入れて挑むカテゴリーのひとつであるFIA-F4選手

権が、スーパーFJ、スーパー耐久に続いて開幕し、４月８日（土）、９日（日）の岡山国際

サーキット（岡山県）が舞台となった。

　ドライバーは川合孝汰、平木玲次、平木湧也の３人で昨シーズンに引き続き起用。

それぞれが１年間経験を積んできただけに、勝負の年、正念場の戦いとなる。

　昨シーズンは湧也と川合に優勝があり、もちろんチャンピオン候補であるのは間違い

ないが、チャンピオンを含めた優勝経験者３人も継続参戦を決めており、昨シーズン

以上にレベルの高い戦いになるのは必至。開幕ラウンドからインパクトのあるパフォー

マンスが大いに期待された。
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　予選が終了して午後になると、気温が２０度近くにまで達したこともあ

って路面状態は急速に回復。決勝レース第1戦が行われる頃には、完

全なドライコンディションに転じていた。もちろん、全車がドライタイヤを

装着しての戦いに。

　オープニングラップの渋滞を巧みにかわして、ポジションキープとなっ

た川合にはトップグループに加わっていることもあり、さらなる飛躍が

望まれたものの、２周目のモスSでインに後続車両が無理なラインで飛

び込んできて、走行ラインを塞がれてしまい、たまらずスピン。復帰は

果たすも、満足な状態で走り続けることができなかったため、６周目に

ピットへ戻ってリタイアすることに。一方、湧也はオープニングラップで

ひとつ順位を落としたものの、川合の脱落と自らも２台をかわして２周

目には９番手に浮上。５周目、８周目にはさらに1台ずつかわしてくる。

終盤には激しい６番手争いを繰り広げ６位でのゴールとなった。

　一方、玲次は序盤こそ前を行く車両を着実にとらえていくが、中盤に

入ると、まるで蓋をされたかのようになってしまい、１５位でのゴールと

なった。

決勝

４月８日（土）

天候／曇り

コース状況／ドライ

ションを繰り上げたものの、ちょうど折り返しの頃の赤旗中断でアタック

のタイミングを逸し、再開後もポジショニングによりクリアラップが取れ

ず、１レースは１１番手から、２レースは１０番手からのスタートとなっ

た。

第１戦
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　決勝レース第1戦の後は、天候は回復傾向にあったはずが、早朝

まで降り続いていた雨の影響で、路面は再びウェットに。ドライセットは

大胆に改められる予定だったが、再びウェットセットに戻されることと

なってしまう。そんな中、６番手スタートの川合は引き続きポジション

キープ、１０番手スタートの湧也が１１番手。玲次は１７番手に上がって

くる。それぞれ勢いを保つことが期待されたものの、それから間も無く

２コーナーの立ち上がりでストップした車両があり、セーフティカーが

２周にわたってコースイン。

　これにより隊列が凝縮されて、リスタート後に川合と湧也が明暗を

分ける。川合が７番手になるのに対し、湧也は８番手まで浮上。そこか

ら先は、チームメイト同士で連なって周回を重ねていく。一方、スタート

直後に１７番手にまで上がっていた玲次は、リスタート後に１３番手に

までジャンプアップ。そのまま川合と湧也の近くにまで、迫ってくれるこ

とが期待されたが、３人とも激しいバトルを繰り広げ、先行する車両に

プレッシャーをかけ続けるも、相手も屈してくれず、結局、川合が７位、

湧也が８位、そして玲次は１３位でのフィニッシュとなった。

　第２大会は富士スピードウェイを舞台に、ゴールデンウィーク真っ只中

の５月３〜４日に開催される。大観衆が集まるレースで、３人揃って

笑顔のままでいられることを期待したい。

決勝

４月９日（日）

天候／曇り

コース状況／ウエット

第２戦
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練習中はひとつの問題からタイムを上げられないでいたが、３名とも予選と

決勝では速さを見せられるようになった。ただ、もっと積極的なレースを見せら

れれば、内容も順位も変わっていたのではないだろうか。

玲次は昨年からのペナルティがあり予選で手に入れた６番手のポジションを

失ったが、この先の伸び代が楽しみである。川合と湧也は、速さは十分あるの

で、次回のレースでは彼ら本来の強いレースを見せてくれると思う。

予選でセットをしっかり合わせられて、２戦ともシングルに入れたのは良かった

のですが、第1戦はちょっと硬くなってしまっただけでなく、レースの組み立て

方がかなり甘かったです。自分でインを開けたところに、無理に突っ込んでき

たクルマに寄せられてスピンして、リタイアとなってしまったし、第２戦もセーフ

ティカー後のリスタートで出遅れて、抜かれてしまいました。そのあたりは全部、

自分で防げたと思いますし、改善すべきポイントかと。とにかく組み立て方を、

根本的なところから考えていかないとダメだと実感しました。予選のタイムの

出し方は、さすがに２年目なのでだいぶ良くなってきましたが、レースでは

最初から最後まで、もう少し冷静に考えてやっていきたいと思います。

Driver

川合孝汰
Kohta Kawaai

COMMENT

チーム監督

坪松唯夫
Tadao Tsubomatsu

COMMENT

レースウィークを通じて調子は悪くなくて、いい感じで予選を迎えた結果、今まで

で一番いいグリッドの６番手だったんですが、去年のペナルティの持ち越しが

あって。それで後方からのスタートとなってしまいました。そこからでも、もっと

うまく抜いてくれば２レースとも、もっと上の順位でフィニッシュすることができ

たと思いますが、やっぱりレースの組み立てがうまくいかなかったのかなと、

大いに反省しています。スピードは証明できたと思うので、得たものもかなり

あったと思います。次からは気持ちをしっかり切り替えて、全力で攻めてレー

スしたいと思います。

Driver

平木玲次
Reiji Hiraki

COMMENT

木曜日の時点でドライではすごく感触が良かったんですが、予選でレインに

なってしまって。雨のセッティングをいろいろ探って、感触的には僕も５、６番手

は行けたかな、というクルマ的には高いポテンシャルを感じたんですが、何度

も極端にタイムの遅いクルマに引っかかったり、赤旗でタイムアタックできなか

ったりで……。僕のせいなんですけど、それで予選は沈んでしまいました。

ただ、後ろからのスタートでしたが自信を持って行けたので、第１戦は入賞で

きて良かった。第２戦もウェットセットがしっかり決まっていただけに、中団から

スタートせざるを得なかったのが残念です。それが上まで行けなかった原因だ

と。クルマのポテンシャルは確実にトップレベルにあると思いますし、次の富士

ではもっと上げていきたいと思います。

Driver

平木湧也
Yuya Hiraki

COMMENT
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シリーズポイントランキング

FIA-F4　第１戦 レース結果

順　位

1

2

3

6

15

リタイヤ

車　番

6

1

8

62

61

60

予選順位

2

1

3

11

21

6

ドライバー

笹原右京

宮田莉朋

角田裕毅

平木湧也

平木玲次

川合孝汰

車　名

HFDP/SRS/ｺﾁﾗﾚｰｼﾝｸﾞ

FTRSスカラシップF4

SRS/ｺﾁﾗﾚｰｼﾝｸﾞ

DENSO ルボーセ F4 FTRS

DENSO ルボーセ F4

DENSO ルボーセ F4

FIA-F4　第２戦 レース結果

順　位

1

2

3

7

8

13

車　番

8

6

7

60

62

61

予選順位0

3

2

9

6

10

21

ドライバー

角田裕毅

笹原右京

大滝拓也

川合孝汰

平木湧也

平木玲次

車　名

SRS/ｺﾁﾗﾚｰｼﾝｸﾞ

HFDP/SRS/ｺﾁﾗﾚｰｼﾝｸﾞ

SRS/ｺﾁﾗﾚｰｼﾝｸﾞ

DENSO ルボーセ F4

DENSO ルボーセ F4 FTRS

DENSO ルボーセ F4

ドライバー

笹原右京

角田裕毅

宮田莉朋

平木湧也

川合孝汰

平木玲次

ポイント

43

40

26

12

6

-

順　位

1

2

3

7

9

-
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